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１．誰の誰に対する「グローバル・キャンペーン」か？
（１）共通の目標→共同戦線。しかし・・・
（２）キャンペーンの主体：先進国の市民社会／途上国の市民社会
（３）キャンペーンの対象：先進国の政府？国民？／途上国の政府？国民？
（４）どの「主体」からどの「対象」にどのような「メッセージ」を形成・発信するか
⇒先進国国内にはおさまらない広がりを意識化し相対化する必要性
２．先進国では？－日本の事例「ほっとけない世界のまずしさキャンペーン」
（１）共通テーマ：「お金ではなく、あなたの声をください。その声をあらわすホワイトバンドを身につけてください。」

（２）目的：直接支援・募金活動だけでなく、「貧困をなくす政策をみんなで選択する」こと。そのためには、市民ひとりひとりが、貧困をつくり出す仕組みを理解し、それに対して何かをしようと声をあげることが必要。

「日本をはじめとする先進国は、私たちが想像できないほど、アジアやアフリカ、南米などの途上国に大きい影響力を持っている。先進国の政策が、貧困にあえぐ何千万、何億人の人たちの明日を大きく左右している。日本という国がそれだけの影響力と責任をもっているのだということに気づいたら、そこにも私たちができることがある。貧困を作り出す構造というものをよりよくわかろうとすること、日本政府の政策に目を光らせて声をあげること、そしてできることから行動することだ。」

（３）政策テーマ： 

「援助」：富める国から貧しい国へのお金の流れである援助。その額を必要とされているレベルにまで引き上げ、その出し方を貧しい人々が自分たちの力を自分たちで引き出せるような長い目で見た支援の方法に変えていく。

「債務」：悪循環にはまってしまっている国の債務を免除する。そもそも貧しい人自身が借りた覚えのあるものではないし、貸した先進国側にも責任があると考えるから。

「貿易」：富める国に有利になっていて、貧しい国が公正な取り引きができないようになっている現在の貿易の仕組みを変えていく。

⇒理解し、声をあげることは望ましい。ただし、政策テーマは的確か？どう具体化するか？観念論にとどまらず、途上国の現状・多様性・問題構造を真に把握しているか？
３．途上国では？－バングラデシュの事例－People’s Forum on MDG, Bangladesh
（１）調査研究：”MDGs- a people’s progress report Bangladesh“ (2005年９月)

（２）セミナー：教育等の個別分野に関するセミナーに加え、

　　　　　　　　G8サミットに先立ってG8大使・国際機関代表との対話も実施
⇒自らの政府に対するチェック機能の向上は望ましい。ただし、途上国の市民社会によるキャンペーンの主たる対象は、先進国（及び国際機関）か？途上国の市民社会にとって、真の課題は先進国の「援助」「債務」「貿易」か？途上国の政府・国民を対象とするメッセージは、誰がどのように形成すべきか？世界の市民社会はどのように連帯すべきか？途上国の市民社会をどのように強化すべきか？
